京丹後支部　　副支部長　　　森　勝
支部総会以後の活動が一服状態になってしまいました。京都府本部の関
係では「レジスタントの京都出版記念パーティー」に１名、「錚々たる
顔ぶれだった」治安維持法１００年を問う「京都のつどい」に３名参加
しました。「４００名の多くの人が集するとともに講演の内容から多く
のものを学んだ」「この時代に民主的な世の中を目指し頑張ってこられ
た人たちの志を今生きている私達はしっかりと受け継いでいかなけれ
ばならないと思います。今の政府は戦争する国づくりへと突き進んでい
ます。
講演された荻野先生のお話にあった『現在は【新しい戦中】前夜』とい
う言葉が頭に焼きつきます。この交流会を通して、国賠同盟の活動の大
切さを改めて思い、微力ながら活動をさらに強めていこうと思いまし
た。」
「レジスタントの京都」は全員に届け、感想も寄せられました。
「戦後の日本の支配勢力による『軍国主義政策に対する無反省』が、今回の極右・排外主義を生んでいると実感しています。侵略戦争・植民地政策、天皇制護持の為に治安維持法によって、国民を弾圧した手法は差別、排外思想の植え付けから始まった。これが助長される先は『新たな戦争』づくりへの道であることを警鐘していかねばと！！」
賛同金も約２３,０００円寄せられています。同盟員以外からも注文がありさらに普及していきます。第１回の支部委員会を早急に開催して年末にかけて国会請願署名（個人・団体代表者）に本腰を入れる予定をしています。

